平成２６年第４回上毛町議会定例会会議録
（３日目）
招集の場所　　上毛町議会議場
開閉会日時及び宣言
平成２６年１２月１９日　午前１０時００分
───────────────────────────────
○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員
出席議員（１１名）
　１番　荒牧弘敏　　２番　宮本理一郎　　３番　高畑広視　　４番　宮崎昌宗
　５番　峯　新一　　６番　三田敏和　　７番　安元慶彦　　８番　茂呂孝志
　１０番　亀頭寿太郎　１１番　増矢年克　１２番　大山　晃

欠席議員（１名）
　９番　古野啓藏
───────────────────────────────
○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名
　町長　坪根秀介･　副町長　今任和広・　教育長　百留隆男・　会計管理者　中　　豊
　総務課長　川口　彰・　企画情報課長　福田　正晴・税務課長　福本豊彦
　住民課長　佐矢野　靖・長寿福祉課長　末松克美
　子ども未来課長（開発交流推進班長）　岡崎　浩・産業振興課長　永野英憲
　建設課長　古原典幸・　教務課長　尾崎幸光・　総務係長　熊谷豊司
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
　議会事務局長　垂水英治
　議会事務局　主任主事　友松円
○議事日程
平成２６年第４回定例会議事日程（３日目）
平成２６年１２月１９日　午前１０時００分　開議
日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について

日程第　３　議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

日程第　４　議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）
日程第　５　議案第５３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
日程第　６　発議第　７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書（案）
日程第　７　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

日程第　８　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。
　御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しております。
　９番　古野議員より欠席届が提出されておりますので報告します。

　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、１２月９日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告をお願いします。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は、配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各常任委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員として、お手元に配付した各氏の出席を認め、議会に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）ここで、先週１２日に一般質問において亀頭議員より、放置自転車の件で答弁保留の案件があり、会期中に報告をとのことでしたので、本日、教育長より答弁、説明の申し出がありましたので、これを許可いたしたいと思います。

　教務課長。
○教務課長（尾崎幸光君）それでは、私から１２日の亀頭議員の一般質問の中で、１０月１６日、１７日の放置自転車についての御説明をさせていただきます。

　上毛中学校に確認しましたところ、駐在所から連絡があり、現場を見に行くと自転車が放置されておりました。自転車の登録番号から、持ち主を特定することができました。３年生の男子ということで、本人はヘルメットを着用せず通学していたことから、自転車通学を禁止されていたにもかかわらず、学校の近くまで自転車に乗ってきて、そこに施錠した自転車を置いていたと。それから、学校に歩いて通学をしていたということでございました。学校では、すぐ本人及び保護者に面談を行い、指導を行ったという報告をいただいております。亀頭議員には、御連絡をいただきありがとうございました。
　以上です。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これより、各常任委員長から委員会へ付託した案件の審査状況の報告を受けます。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号所管分）、日程第５、議案第５３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程第６、発議第７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書（案）、以上５件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は１２月１５日、議会中小会議室において、古野委員より欠席の申し出があり、文教厚生常任委員会５名と町長以下、執行部の出席をもって、午前８時５３分開会、９時３９分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案２件、予算案２件、議員から提出された発議１件の合計５件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。
　議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について。最初に、長寿福祉課長より説明を求めました。次代の社会を担う子供の健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等の一部を改正する法律の公布に伴い改正するもので、母子及び寡婦福祉法を母子及び父子並びに寡婦福祉法に改正するとの説明でした。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決。全会一致で認定することに決しました。

　議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、最初に長寿福祉課長に説明を求めました。

　健康保険法施行条例等の一部を改正する政令の公布に伴い改正するもので「被保険者が出産したときは、当該被保険者の属する世帯の世帯主に対し、出産育児一時金として３９万円を支給する」を「４０万４,０００円を支給する」に改正するとの説明でした。
　質疑。１万４,０００円上がった理由は何か。また、別に定めるところにより、これに３万円を上限として加算するとあるが、どういった場合があるのか。
　答弁。改正の理由ですが、出産費用の動向に伴い改正するということです。規定の上限の３万円は、産科医療補償制度の掛け金が３万円ということでした。
　討論なし。

　採決。全会一致で認定することに決しました。

　議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,７８５万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億５,３０７万１,０００円とする。債務負担行為の補正は、平成２４年度で決定いたしました公的年金制度の一元化に伴って、公務員等が加入している共済年金については、平成２７年１０月から民間企業も加入している厚生年金に加入することになる。
　これらの事務処理に対応するための電算システムの整備が現在、求められている。本年度はこれらの情報提供作業、または契約等を行うので、今回、人事給与システム共済標準報酬制対応業務委託料として、平成２６年度から平成２７年度まで、限度額２２６万８,０００円として債務負担行為の追加をお願いする。今年度は、予定として委託契約を１月に締結して、平成２７年度の支払いとなる。このようなことから、今年度作業は着手するが、今回の予算は経費の計上がない。今回、債務負担行為によって、業務委託に着手することができるのでお願いする。
　歳入の総括の説明ですが、歳入の今回の補正予算に対する財源は普通交付税で２,０７９万７,０００円を計上、特定財源は１４款県支出金の５６２万３,０００円。これは県が行っている２０％補助の木造戸建て住宅耐震改修補助金と農地台帳システム整備に伴う農業委員会の交付金、農業者の経営支援に関する補助で青年就農給付金事業補助金、新規就農者に対する支援金として力強い水田農業確立事業補助金等を計上している。１７款の繰入金では２,９００万円、上毛スマートパーキングエリア関係の整備に関する事業費、具体的には、７款２項５目の社会資本整備総合交付金事業に充当するため、基金より繰り入れを行った。１９款の諸収入では、東九州自動車道関連で東九州自動車道と立体交差する道路のボックス部分の１５年間に相当する道路照明の電気料及び消耗品等、合わせて２４３万６,０００円を計上している。合計で５,７８５万６,０００円が財源です。
　総括説明の質疑として、今回、目玉のスマートパーキングの開発ですが、今回、検討も含めた委託をするわけですが、例えば今後、維持費を含めた検討もするわけですが、維持費が莫大にかかる場合、撤退も考えられるのか。

　答弁。今の時点で撤退は考えていない。そこで、活性化につながるような事業として考えている。万が一とのことになれば、撤退ということよりも、公園の整備で人が集まるところをつくるので、整備に関しては継続する。

　質疑。聞きたいのは、するなと言っているわけではない。その前に、やるべきことがあるのではないか。調査して、どこからどういうふうに集まるのか、集めようとしているのかをまず把握すべきではないか。大平楽をつくるとき、当時、独自でやったわけではないと思う。集客は見込めるか調査をした。まず、調査をしないで、先に施設を建てて集客が見込めないのでは、莫大な公費をつぎ込み、何のためかわからない。調査を町独自でできるならばよいが、できないならば、業者委託も考えられる。なぜ把握をしないのか。

　答弁。何もやっていないわけではない。今までの大平楽、しんよしとみ道の駅は、業者丸投げでやっていると思う。現在、行政内で開発交流推進班ＰＡＤをつくり、地元で心を一つにして考えようとしている。今までとは全然違う。丸投げでやるような無責任なことではなく、心配しているようなことはない。
　答弁。社会資本の関係と思うが、２,９８５万円が今回の補正で計上されている。まず、当初予算の内訳はＳＩＣの舗装、町道音・穴ケ葉山線の舗装の２件で、３,４４３万円を当初予算で計上。今回、追加で２,６９２万円ですが、ＳＩＣの舗装が１,３９１万円変更。これは、立ち入り防止柵等の追加。町道音・穴ケ葉山線部分は、平成２５年度分の繰越予算で処理をしたため、今回変更はゼロになる。ＳＩＣの土工工事が今回、土壌改良処理等の追加により、２,７８３万６,０００円。今回は６,１３４万６,０００円が変更になっている。これは、ネクスコ西日本への委託料です。我々は３月末が年度で決算するが、ネクスコは年度がない。年間を通じて事業をするので、今回、変更分が補正予算に対応している。なおかつ、今回、一番多いのが立ち入り防止柵と土壌改良材の追加、公共サインの委託料であるが、これは看板等の委託料である。これも今回１,４４３万円ほど変更になって、２９３万円の追加である。これもネクスコに委託しているので、ネクスコの工事によって支払っている。逆に言うと、これをすることによってネクスコの変更契約をするので、単独で出すより節減になる。ネクスコサイドの事業に基づいて契約変更をした。

　質疑。水田農業確立事業補助金とは主にどんな補助なのか。
　答弁。農業者の経営関係に関する補助で、具体的に言えば、農業集積による従業員の雇用、農業用機械リース改修等の支援、生産販売に対する整備ということで、販路開拓等のマーケティング、園芸品品目等、作物の需要の導入に関する補助等になる。機械の修理等も対象になるので、１社は経営に対する支援補助として挙がっている。

　続いて、担当課長の説明を求めました。長寿福祉課長、住民課長、教務課長の順で、説明を受けました。

　長寿福祉課長。老人福祉費で２３万円を追加し、３億６,７８４万６,０００円とする。これは緊急通報装置の新規設置者が見込みよりふえたことによるものである。次に、ひとり親家庭等医療費対策費に３５万８,０００円を追加し４９９万円とする。これは、受給者がふえたためである。半分は県からの補助１７万９,０００円、一般財源が１７万９,０００円となる。
　住民課長。住宅管理費で２０３万円を追加、２,３９４万４,０００円とする。町営住宅の修繕費で設備の老朽化に伴い、緊急を要する修繕費用を計上している。内訳として、送水ポンプの取りかえが４件、新規入居者に対するハウスクリーニングの予算を計上している。

　教務課長。保健体育施設管理費で７３万５,０００円を追加。１,７９６万３,０００円とする。財源としては、一般財源を充当している。施設修繕費として、総合グラウンドの身障者用トイレの修繕、体育倉庫から少年野球倉庫への電源設備が断線して使用不可能になっているので、その部分を修繕費として計上している。

　担当課長の説明の質疑として、ひとり親家庭等医療費対策費で、受給者がふえたと説明があったが、どの程度ふえたのか。

　答弁。１７名ほどふえている。

　以上、歳入については、質疑はありません。

　討論なし。
　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第５３号　平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、最初に長寿福祉課長に説明を求めました。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７０８万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億４,３３７万円とする。高額医療費で７８０万円追加し、８,１３０万円とする。これは一般被保険者及び退職被保険者について、悪性新生物、つまりがんに伴う治療件数の増加に伴うもの。諸支出金の返還金７,０００円を追加し、８,０００円とする。これは、７０歳以上の方に発行する高額受給者証の発送に伴う郵送費の減により、県からの返還が生じたためのものである。財源は繰越金を充当している。
　質疑なし。

　討論なし

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　発議第７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書案について。
　質疑なし。

　討論なし。

　全会一致で採択することに決しました。

　以上、報告を終わります。

○議長（大山　晃君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
　三田委員長、ありがとうございました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）日程第４、議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号所管分）、以上１件を議題といたします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　安元委員長。
○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は１２月１６日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午前９時４７分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の予算案１件です。
　この案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。
　議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号所管分）について、最初に総務課長の総括説明を求めました。

　総括説明に対する質疑として、質疑、債務負担行為の委託料について、独自ではできないか。
　答弁。システムを委託しているので、独自ではできない。
　質疑。地方交付税は、今回の補正で全額を充てているのか。
　答弁。今回で、全額ではない。
　質疑。緊急通報装置は新規分と思うがどうか。
　答弁。今回は新規１３件と撤去７件である。
　質疑。緊急通報装置見守りセンサーは、独居分と思う。これから年々ふえると予想されるが、全額町負担か。
　答弁。これまでは全額町の負担であるが、今後は基準外の要望に対しては、ある程度の個人負担を考えたい。

　次に、各担当課長より、所管の説明がありました。
　質疑。大池公園の委託について、最初から集客の見込みは検討しているのか。

　答弁。集客については、最低限の高速道の通行量を見ての基本構想である。

　質疑。基本的な構想で想定しているのか。

　答弁。一定のエリアを見込んでの基本構想である。

　質疑。公共事業に該当するのか。

　答弁。事業内容によっては該当するものもある。

　質疑。財源は一般財源だが。

　答弁。今回の構想については一般財源である。

　質疑。公共事業になれば、国や県との合い議はしているか。

　答弁。まだ合い議はしていない。

　質疑。維持管理費の考えは。

　答弁。民間との兼ね合いも含めて具体化される構想の段階で考えていきたい。

　質疑。インターネット公売利用は何件か。

　答弁。今回は８件ある。

　質疑。農地台帳システム導入の委託先は。

　答弁。国が３社しているので、見積もりをとるようにしている。

　討論として、賛成討論がありました。
　採決の結果、全会一致で可決されました。
　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（大山　晃君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。
　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
　安元委員長、ありがとうございました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。
　日程第２、議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第５０号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを議題とします。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第５１号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第４、議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）について。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第５２号を反対の立場から討論いたします。
　大池公園開発事業現地測量調査業務委託料及び基本構想作成業務委託料について、この予算を計上する前に、大池公園開発事業での集客能力、収支バランスの市場調査を十分行った後に計上すべきであるということを申し上げて、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、賛成の立場から討論いたします。
　当議会の補正予算は、大池公園を開発し、東九州自動車道の開通を契機として、地域経済の活性化を図る予算が含まれております。経済を図ることもさることながら、公園を中心として学校教育、社会教育、国際交流の場として整備されるものとも確信をいたします。教育立町として、まず一歩前進されることを願って、賛成討論といたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第５２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第７号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第５、議案第５３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第５３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第６、発議第７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書案について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、発議第７号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定を求める意見書は、原案のとおり採択することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第７、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第８、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。
　これで、平成２６年第４回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時３３分
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